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西多摩農業改良普及センター

小 作 駅

■所在地
　〒198-0024　青梅市新町６－７－１（東京都農林水産振興財団青梅庁舎内）
　電話 0428－31－2374　 FAX 0428－32－1544　　

◆交通　 JR青梅線　小作駅
　駅東口よりバス　三ッ原循環（西まわり）平松北　下車徒歩５分

地域と歩む
西多摩農業改良普及センター

地域と歩む
西多摩農業改良普及センター

管内農業
の
概要

活
動
体
制

　東京都のもっとも西に位置する西多摩は、４市３町１村からなり、都市地域から山間地域まで、
多様な生産環境の中で、地域の特色を生かした農業が展開されています。山沿い地域では、ワサ
ビ、ジャガイモなどの特産物と観光が結びついた農業が行なわれています。都市化の進んだ平坦地
域では、茶、スイートコーン、トマト、鉢花、牛乳などが生産されています。農産物の販売は、９
つの共同直売所を核として新鮮で安全な野菜や果物などの直売が盛んで、地域住民のニーズに応え
る地産地消の動きが強まっています。
　また、国内初確認された「ウメ輪紋病」は、管内の多くの市町で確認され、伐採後の園地利用を
進めています。

農家戸数および耕地面積

青　梅　市
福　生　市
羽　村　市
あきる野市
瑞　穂　町
日 の 出 町
檜　原　村
奥 多 摩 町
東京都　計

835
50
123
806
452
267
188
81

13,099

市 町 村 名
総農家数 販売農家 自給的農家 耕地面積 田

農家戸数（戸）1） 耕地面積（ha）2）

畑

270
18
67
253
203
74
10
10

6,812

565
32
56
553
249
193
178
71

6,287

485
17
50
441
270
123
65
54

7,670

28
0
6
32
0
1
0
7

299

457
17
44
408
270
122
64
47

7,370
1) 「2010世界農林業センサス」（東京都）より　　　2) 「第58次東京農林水産統計年報」（農林水産省）より

単位：千万円

担い手等の人数

（平成24年4月1日現在）1) フレッシュ&Uターンセミナー修了生は第1～9期生
2) 定年等就農者セミナー修了生は第1～11期生（西多摩のみ）
3) 環境保全型農業に取組む農業者はエコファーマー及び特別栽培認証農家の合計数

西　多　摩
東京都　計

125
1,482

96
791

55
738

172
―

地 域 認定農業者 フレッシュ＆Ｕターン
セミナー修了生 1）

定年等就農者セミナー
修了生 2）

環境保全型農業に 
取り組む農業者 3）

農業産出額

「東京都農作物生産状況調査結果報告書（平成22年産）」（平成24年3月）より
畜産データは東京都農業振興課調べ　　その他はグランドカバー類、飼料作物の合計

青　梅　市
福　生　市
羽　村　市
あきる野市
瑞　穂　町
日 の 出 町
檜　原　村
奥 多 摩 町
東京都　計

市 町 村 名 野 菜 果 樹 花 き 稲・麦類 畜 産 工芸作物 その他 合 計

93
3
15
88
65
24
12
17

2,037

10
0
0
9
2
3
0
0

445

3
1
4
5
14
0
2
0

424

1
0
0
2
0
0
0
0
16

25
0
0
41
26
3
0
0

299

2
0
0
0
2
0
0
0
21

0
0
0
4
0
0
0
0
88

134
4
19
149
109
30
14
17

3,330

所　　　長 北　部　班

南　部　班

普及指導係 担い手育成、制度資金、災害対応、普及センター運営等

青梅市・福生市・羽村市・瑞穂町・奥多摩町

あきる野市・日の出町・檜原村



日の出町

檜原村

奥多摩町

青梅市

瑞穂町
羽村市

福生市あきる野市
トマト

トマト

スイートコーン

落花生

ダイコン

ウメ
ブルーベリー

ユズジャム

お茶
お茶

シクラメン

花壇苗

牛
牛

豚
鶏

鶏

クリ
ノラボウ

つけものジャガイモ

ジャガイモワサビ

西多摩

南多摩
中央

（北多摩） （区部）

●●

普及センター普及センター

　若手農業者や定年後の就農者、女性農業者の技術力向上セミナーを開催し、地域農業の
担い手を確保･育成しています。また、認定農業者の経営改善を支援しています。

「担い手」を育てています11
　管内の主力農畜産物の高品質化と安定生産に取組んでいます。

「産地」を支えています22

　フェロモン剤や黄色蛍光灯を利用した農薬の低減や、土壌診断に基づく適正施肥指導で、
環境に負荷をかけない農業の推進に取組んでいます。

「環境」に配慮した
農業を進めています

33

　ウメ輪紋病 (PPV) による伐採園地の後作対策、山間地域の特産物生産支援、
地場農産物の消費拡大など、地域農業の課題に取組んでいます。

「地域」の農業を支えています55

食の「安全・安心」を支えています44

認定農業者の指導
梅伐採園地へのナシ導入 梅伐採跡地の景観作物 ( 赤花ソバ ) 栽培

ワサビ田 ( 奥多摩町 ) ジャガイモ現地検討会 ( 檜原村 )

学校給食への取組 ( 普及事業フォーラム )

花壇苗生産 ( 瑞穂町 )

直売野菜の栽培指導 ( 青梅市 ) 東京狭山茶の生産 ( 瑞穂町 )

土壌診断による施肥指導 黄色蛍光灯による害虫防除

　化学農薬や化学肥料を減らした農産物の生産や生産履歴の記帳に取組んでいます。

生乳の生産履歴記帳指導 特別栽培農産物認証制度等の講習会

定年等就農者セミナー

女性農業者の栽培講習会


